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夏
を
華
麗
に
彩

る
鳥
取
し
ゃ
ん
じ

ゃ
ん
祭
り
が
、
八

月
八
日

（土
）
に

開
催
さ
れ
、
小
学

校
五
、
六
年
生
を

中
心
と
し
た
中
ノ

郷
連
が
参
加
し
ま

し
た
。
現
地
サ
ポ

ー
タ
ー
を
加
え
る

と
二
百
人
の
大
所

帯
で
し
た
。

自
発
的
に
踊
り

手
を
希
望
し
た
子

ど
も
達
は
、
七
月

初
め
か
ら
夜
遅
く

ま
で
練
習
を
重
ね
、

こ
の
日
を
楽
し
み

に
参
加
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
位
置
の

若
桜
街
道
の
祭
り

本
部
前
に
着
く
と
、

は
や
る
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
六
時
半
に
音

楽
が
始
ま
る
と
、

踊
り
手
ら
は
鈴
の

音
を
響
か
せ
て
、
あ
で
や
か
な
傘
の

花
を
咲
か
せ
、
二
時
間
半
踊
り
続
け

ま
し
た
。

最
後
ま
で
誰

一
人
欠
け
る
こ
と
な

く
踊
り
き

っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
活

動
に
大
き
な
自
信
と
な
る
で
し
ょ
う
。

多
く
の
人
々
の
支
え
が
あ

っ
て
、
今

年
も
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
に
参
加

で
き
ま
し
た
。
祭
り
を
通
じ
て
地
域

の
人
々
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
繋

が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。八

月

一
日

（土
）
、
第
十
五
回
中

ノ
郷
地
区
納
涼
ま
つ
り
が
公
民
館
駐

車
場
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

食
べ
物

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
焼
き
そ

ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
お
で
ん
、

元
気
丼
な
ど
人
気
が
高
く
、
い
ち
早

く
完
売
。
涼
し
さ
を
感
じ
る
夜
で
し

た
が
、
生
ビ
ー
ル
や
か
き
氷
も
好
評

で
、
完
売
し
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
催
事
も
盛
大
で

し
た
。
特
に
、
小
中
学
生
が
企
画
し
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蠣
副貪
轟響

九
月
十
二
日

（日
）
中
ノ
郷
小
学

校
体
育
館
で
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
敬
老
該
当
者
総
数
は
前

年
比
十
人
増
の
二
百
四
十
四
人

（男

性
八
十
七
人
女
性
百
五
十
七
人
）
で
、

内
七
十
五
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
町
内
会
毎
の
記
念
撮
影
後
、

中
ノ
郷
小
学
校
長
、
同
中
学
校
長
さ

ん
の
祝
辞
、
小
学
生
か
ら
の
鉢
花
贈

呈
、
ふ
る
さ
と
く
ら
ぶ
の
麒
麟
獅
子

舞

。
銭
太
鼓
、
小
学
校
児
童
の
作
文

朗
読
に
つ
づ
い
て
会
場
全
員
で
合
唱
、

健
康
体
操
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
祝
宴

に
入
り
、
町
内
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
ノ
郷
連
の
傘
踊
り
で
会
場
が
沸

い
た
と
こ
ろ
で
神
崎
芳
枝
さ
ん
の
音

頭
で
万
歳
三
唱
を
し
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
は
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
頂
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

中
ノ
郷
地
区
体
育
館
の
建
築
工
事

が
、
公
民
館
と
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

隣
接
し
た
場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
早
々
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ら
ば

一
面
、
バ

意

慇

戴

霧

静

え

ず

ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
中

ノ
郷
地
区
公
民
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
開
設
し
ま
し

た
。
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ア
ク

セ
ス
し
て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ク
セ
ス
方
法
は
、

ト
ミ
ン
ト
ン
な
ら

三
面
と
れ
る
広
さ

で
す
。
中
ノ
郷
地

区
の
活
動
が
、
広

が
る
事
が
期
待
で

き
ま
す
。
交
流
の

一
つ
の
拠
点
と
し

ま
ア
レ
ょ
つヽ
。

①
中
ノ
地
区
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
り
ま
す
。
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②
検
索
サ
イ
ト
か
ら

「中
ノ
郷
地
区

公
民
館
」
を
入
力
し
検
索
し
ま
す
。

中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

発
足
後
、
夫
々
の
専
門
部
会
で
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
も
充
実
し
て
、
参
加
者

も
増
え
ま
し
た
。
十
月
に
は
地
区
防

災
訓
練
や
中
ノ
郷
ま
つ
り
が
、
十

一

月
に
は
子
ど
も
御
輿
パ
レ
ー
ド
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
地
区

防
災
訓
練
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
下

さ
い
。
本
号
か
ら

「私
た
ち
の
中
ノ
郷

地
区
を
知
ろ
う
」
シ
リ
ー
ズ
を
載
せ

る
事
に
し
ま
し
た
。
地
域
が
身
近
な

も
の
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

覚寺口町内会の子ども達のア トラクション

祗たちの中ノ郷地区をRIIろう①

中ノ郷地区は覚寺、円護寺、北園 1丁 目、北園 2

丁目、山城町の 5つの町名 (町内会は 8地区)で、

1,339世帯、3,983人から成 り立っています。

男女の比率は、男性48%、 女性52%です。

また、年齢構成で 0～ 14才 が19.8%、 15～ 64才が

67.5%、 65才以上が12.7%と なっています。下記の

5才刻みの年齢構成のグラフから、活気のあるまち

づくりと、伝統文化の継承が期待できます。
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平成21年 6月 30日住民登録 (鳥取市データ)より

中ノ郷地区年齢構成

ψノ郷ふるさとブぐク協議会(2)


